
四
月
二
十
九
日(

火)

の
一
、
二
校
時
に
各
教
室
に
お
い
て
授
業
参
観
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
百
名
余
り
の
保
護
者
が
教
室
に
詰
め
か
け
、

我
が
子
の
学
習
の
状
況
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
も
心

な
し
か
、
い
つ
も
以
上
に
集
中
し
て
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

十
一
時
か
ら
は
体
育
館
に
て
、
長
嶺
考
透
さ
ん
司
会
の
元
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
玉
城
幸
喜
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

議
長
団
に
選
出
さ
れ
た
、
上
原
公
治
さ
ん
、
古
謝
勇
樹
教
諭
の
司
会
進

行
の
も
と
、
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
長
き
に
わ
た
り 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た 

玉
城
幸
喜
さ
ん
に
感
謝
状
が
授 

与
さ
れ
ま
し
た
。
※
松
本
美
沙 

さ
ん
は
地
区
Ｐ
連
会
長
賞
受
賞 

 

【
令
和
七
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
】 

(

会
長)

大
城
忍 

 
(

副
会
長)

下
地
裕
三
、
南
風
原 

守
克
、
名
嘉
千
夏
、
末
吉
美
奈 

子 
(

監
事)

大
田
茂
秋
、
玉
城
幸
喜 

(

事
務
局
長)

長
嶺
重
信 

(

書
記
会
計)

伊
敷
奈
々
子 

(

顧
問)

宮
城
義
隆 

(

イ
ベ
ン
ト
企
画
部
長)

松
本
美 

沙 
(

Ｓ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
部
長)

金
城
み
ど 

り 
(

生
徒
サ
ポ
ー
ト
部
長)

長
嶺
考 

透 
 

新
役
員
の
皆
様
、
令
和
七
年 

度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
共
に
盛
り 

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 
 

部
活
動
巡
り
① 

～
野
球
部
の
巻
～ 

 

四
月
二
十
二
日(

火)

に 

野
球
部
と
先
生
方
が
対
戦 

を
し
ま
し
た
。
野
球
部
は 

仁
投
手
ら
が
い
い
感
じ
で 

手
加
減
を
し
な
が
ら
試
合 

を
盛
り
上
げ 

て
く
れ
ま
し 

た
。
最
後
は 

三
年
主
任
の 

丸
尾
先
生
の 

劇
的
な
サ
ヨ 

ナ
ラ
弾
で
大 

い
に
盛
り
上 

が
り
ま
し
た
。 

 

 

部
活
動
巡
り
② 

～
サ
ッ
カ
ー
部
の
巻
～ 

 

四
月
二
十
四
日(

木)

、 

サ
ッ
カ
ー
部v

s

先
生
方
の 

試
合
を
行
い
ま
し
た
。
五 

名
対
全
先
生
方
と
い
う
と 

ん
で
も
な
い
ハ
ン
デ
の
元 

試
合
は
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
勝
樹
先
生
の 

ハ
ッ
ト
ト
リ 

ッ
ク
？
で
会 

場
は
大
い
に 

盛
り
上
が
り
、 

部
員
と
の
交 

流
を
楽
し
み 

ま
し
た
。 
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西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

多
く
の
ご
参
加
に
感
謝
！ 

～
授
業
参
観
＆
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
＆
部
説
明
会
～ 

 
部活動の意義って!? 

 先週から野球部を皮切りに先生方と部活生が

対戦する部活動巡りがスタートした。その際に生

徒の様子を見て改めて感じたことがある。生徒た

ちは、なんてやる気に満ち溢れた素敵な表情で部

活動に取り組んでいるのだろうかと。授業中の表

情と真逆の生徒もいるし(苦笑)。そんな部活動の

「意義」について私なりの考えを述べたい。 

〇仲間や顧問等と共に目標達成に向けて本気

で取り組む大切な充実時間の共有 

 〇勝った喜び、負けた悔しさ等、本気で取り組

んだからこそ味わえる本気の感情体験 

 〇仲間と築く深い友情 

 〇自分自身の体力・技術の向上 

 等々から部活動は教育的価値が高い活動だと

思っている。だがしかし、部活動は教育課程外の

活動であり、何よりも放課後や休日など、勤務時

間外の活動がほとんどである。現在の学校現場に

おける業務改善の観点からみると、部活動の在り

方は喫緊の課題だ。そのような背景がある中、年

度当初に先生方に部活動の顧問をお願いしたと

ころ、すべての職員が承諾してくれるではない

か！本当に有難く、感謝の気持ちでいっぱいだ！

生徒諸君、保護者の皆様、どうか顧問の先生方へ

の感謝の気持ちを忘れずに大好きな部活動に打

ち込んでほしい。校長からのお願いである… 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言⑤ 


